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○議事日程〔 第３号 〕 

 ３月２０日（月曜日）午前１０時 開会 

 ※開議宣告 

日程第１  第１号議案から第５３号議案まで

及び第１号報告について委員長報

告 

（質疑・討論・表決） 

日程第２  議案第１号上程 

      （提案理由説明・質疑・討論・表決） 

日程第３   意見書案第１号及び意見書案第２

号上程 

（提案理由説明・質疑・討論・表

決） 

追加日程第１ 議長辞職の件 

追加日程第２ 議長の選挙 

追加日程第３ 副議長辞職の件 
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２２  番    山 本 博 文 

 

 

２３  番    進 藤 国 臣 

２４  番    近  藤  今朝則 

２５  番    井 上     優 
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３７  番    野 上  一 郎 

３８  番    井ノ口  政 之 

３９  番    木 村 修 一 

４０  番    大  石  忠 昭 

４１  番    岩 本     武 

４２  番    瀬 口  孫 次 

  

○欠席議員（２名） 

４  番    野 田  大 二 

３３  番    成 重 昌  臣 

  

○職務のため議場に出席した事務局職員の 

職氏名 

事 務 局 長     佐 藤 良 雄 

議 事 係 長     橋 本 英 一 

書    記      清 水 栄 二 
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○説明のため議場に出席した者の職氏名 

市     長     永 松 博 文 
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地域総務二課長     福 光 博 文 

消防本部総務課長    森 本 修 司 
総務・法規係長     安 東 良 介 

  秘 書 係 長 心 得       小 野 政 文 

教育庁 

教  育  長            都 甲 桂 一 

総 務 課 長     吉 原 安 彦 
  

   

〇議長（近藤準三郎君） これより本日の会議を

開きます。 
〇議長（近藤準三郎君） 初めに３月９日、本会

議中の議員の発言について申し上げます。 
一般質問での大石議員の発言については、後刻

記録を調査の上、必要により、措置いたします。 
日程第１、第１号議案から第５３号議案まで、

及び第１号報告を一括議題といたします。 
これより委員長の報告を求めます。 
総務委員長川原直記君。 
〇総務委員長（川原直記君） おはようございま

す。総務委員会の報告をいたします。 
去る３月１４日、総務委員会を開会し、本会議

から付託されました議案１５件及び報告１件の審

査を終了いたしましたので、その結果を報告いた

します。 
第１１号議案、平成１７年度一般会計補正予算

（第６号）の内、本委員会に付託された部分です

が、まず、歳入については、歳出各款にわたる事

務事業の確定等に伴う財源措置であります。 
財源としては、国庫支出金、県支出金、繰越金、

諸収入及び地方債などであり、１５億９，２５０

万円の増額補正であります。 
次に歳出の主なものは、職員退職手当、財政調

整基金などの積立金及び繰上償還等に伴う公債費

であります。 
次に繰越明許費の設定については、豊後高田市

総合計画策定事業の計画の策定が年度内には困難

であるため繰越措置するものです。 
次に地方債の補正については、公共土木施設補

助災害復旧事業債の追加及び林道整備事業債、道

路新設改良舗装事業債等について所要の変更を行

うものです。 
以上審査の結果、第１１号議案の内本委員会に

付託された部分については、提案の趣旨を認め、

全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決し

ました 
第１８号議案、宇佐・高田地域広域市町村圏事

務組合規約の変更については、障害者自立支援法

に規定する審査判定業務に関する市の事務を、宇

佐・高田地域広域市町村圏事務組合で共同処理す

るため、同組合規約を変更することについて、関

係地方公共団体と協議するものです。 
第１９号議案、大分県市町村会館管理組合を組

織する地方公共団体の数の増減については、市町

村の合併に伴う数の減少について、関係地方公共

団体と協議するものです。 
第２０号議案、大分県交通災害共済組合規約の

変更については、同組合規約を変更するにあたり

関係地方公共団体と協議するものです。 
第２１号議案、公の施設の指定管理者の指定に

ついては、指定管理者制度の導入に伴い、豊後高

田市スパランド真玉の指定管理者を指定するもの

です。 
第３３号議案、豊後高田市市の木及び市の花選

定委員会条例の制定については、豊後高田市にふ

さわしい市の木及び市の花を制定するにあたり、

その選定に関して調査審議するため、市の木及び

市の花選定委員会を設置するものです。 
第３４号議案、豊後高田市国民保護対策本部及

び豊後高田市緊急対処事態対策本部条例の制定に

ついては、武力攻撃事態等における国民の保護の

ための措置に関する法律に基づく国民保護対策本

部及び緊急対処事態対策本部に関し必要な事項を

定めるものです。 
本議案については、反対の討論がありました。 
第３５号議案、豊後高田市国民保護協議会条例

の制定については、武力攻撃事態等における国民

の保護のための措置に関する法律に基づく国民保

護協議会の組織及び運営に関し必要な事項を定め

るものです。 
本議案については、反対の討論がありました。 
第３６号議案、豊後高田市行政組織条例の一部

改正については、行政改革の一環として行政組織

の見直しを行い、所要の規定の整備を行うもので

す。 
第３７号議案、豊後高田市常勤特別職の職員及

び豊後高田市教育委員会教育長の給料月額の特例

に関する条例の制定については、市の財政状況を

勘案し、財政健全化のための行政改革の取組の一

環として、常勤特別職である市長及び助役並びに

教育長の給料の一部を辞退するよう所要の規定の

整備を行うものです。 
第３８号議案、豊後高田市職員の給与に関する

条例の一部改正については、国家公務員の給与に

関する人事院勧告等を勘案し、一般職の給与の改

定に係る所要の規定の整備を行うものです。 
本議案については、反対の討論がありました。 
第３９号議案、豊後高田市職員の給料の特例に

関する条例の制定については、市の財政状況を勘

案し、財政健全化のための行政改革の取組の一環

として、一般職員の給料の一部を減額するよう所

要の規定の整備を行うものです。 
本議案については、反対の討論がありました。 
第４０号議案、豊後高田市職員の特殊勤務手当
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に関する条例の一部改正については、行政改革の

一環として行う真寿苑の廃止に伴う職員の特殊勤

務手当を廃止し、所要の規定の整備を行うもので

す。 
第４１号議案、豊後高田市特別職の職員で非常

勤のもの等の報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正については、国民保護協議会及び市の木及

び市の花選定委員会の設置に伴い、所要の規定の

整備を行うものです。 
第４２号議案、豊後高田市基金条例の一部改正

については、福永福祉基金の創設及び真寿苑の民

営化による介護保険サービス事業の廃止に伴う介

護保険サービス事業基金を廃止するため、所要の

規定の整備を行うものです。 
以上審査の結果、第３４号議案、第３５号議案、

第３８号議案及び第３９号議案については、採決

の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 
第１８号議案から第２１号議案まで、第３３号

議案、第３６号議案、第３７号議案及び第４０号

議案から第４２号議案までについては、提案の趣

旨を認め、全員異議なく原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 
第１号報告、大分県交通災害共済組合規約の変

更については、別府市の加入に伴う、大分県交通

災害共済組合規約の変更について同組合を組織す

る地方公共団体で協議するため、専決処分をした

ものです。 
審査の結果、第１号報告については、提案の趣

旨を認め、全員異議なく承認すべきものと決しま

した。 
以上で、総務委員会審査結果の報告を終わりま

す。 
〇議長（近藤準三郎君） 社会文教委員長進藤国

臣君。 
〇社会文教委員長（進藤国臣君） おはようござ

います。社会文教委員長報告を行います。 
去る３月１５日、社会文教委員会を開会し、本

会議から付託されました議案１７件の審査を終了

いたしましたので、その結果を報告いたします。 
第１１号議案、平成１７年度一般会計補正予算

（第６号）の内、本委員会に付託された部分です

が、今回は歳出予算の補正です。 
その主なものとしては、 
２款総務費１項総務管理費。 
これは、国・県支出金の過年度精算に伴う償還

金です。 
２款総務費３項戸籍住民基本台帳費。 
これは、合併により字の変更を行ったことに伴

う本籍地等の変更通知業務に係る財源更正です。

財源は、国の合併推進体制整備費補助金を充当し

ます。 
３款民生費１項社会福祉費。 

これは、国民健康保険特別会計繰出金の増額及

び介護保険特別会計繰出金の増額です。 
その他社会福祉費については、事務事業につい

て、事業費等の変更に伴う減額補正を行っており

ます。 
３款３項生活保護費。 
これは、新しい保護関連の電算システムの導入

に伴う委託料で、１００パーセントの補助です。 
また、生活保護扶助費については、保護世帯の

減に伴う減額補正です。 
４款衛生費２項清掃費。 
これは、事務事業について、事業費等の変更に

伴う減額補正を行っており、決算見込み等に基づ

いて行われたものです。 
１０款教育費２項小学校費及び３項中学校費。 
これは、事務事業について、事業費等の変更に

伴う減額補正を行っており、入札等により不要額

が生じたためです。 
１０款教育費５項５目遺跡発掘調査事業費。 
これは、ほ場整備事業に伴う遺跡発掘調査の必

要がなくなったため減額補正するものです。 
１０款教育費６項保健体育費。 
これは、学校給食施設整備事業委託料の内、実

施設計が次年度へ変更となったため減額補正する

ものです。 
以上審査の結果、第１１号議案の内本委員会に

付託された部分については、提案の趣旨を認め、

全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
第２号議案、平成１８年度国民健康保険特別会

計予算については、２９億６，０３１万４，００

０円を計上しています。 
その主なものは、被保険者に係る療養給付費、

高額療養費、老人保健医療費拠出金及び介護納付

金で、新年度は新たに、被保険者の自主的な健康

増進及び疾病予防の推進を図るため、生活習慣病

予備群を対象にした個別健康支援プログラムによ

る国保ヘルスアップ事業を導入し、医療費の適正

化に努めるものです。 
第３号議案、平成１８年度老人保健特別会計予

算については、３８億９，１５９万４，０００円

を計上しています。 
その主なものは、医療給付費です。 
第４号議案、平成１８年度介護保険特別会計予

算については、２３億９，３１９万７，０００円

を計上しています。 
その主なものは、施設介護サービス給付費及び

居宅介護サービス給付費です。 
なお、平成１７年度は、介護保険制度がスター

トしてから５年目に当たり、安定的な介護サービ

スの提供に向け、市町村事業計画の見直しを含め

た制度全般の見直しが行われ、新年度から保険料

の改定を行うとともに、地域包括支援センターの
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創設など予防重視型システムへの転換を図ってい

るところです。 
第１２号議案は、平成１７年度国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）は、一般被保険者に係

る療養給付が当初計画をやや上回る見込みとなっ

たため、一般被保険者療養給付費不足分を計上す

るものです。その財源は、療養給付費等国庫負担

金、国・県からの財政調整交付金及び一般会計繰

入金で措置されます。 
第１３号議案、平成１７年度介護保険特別会計

補正予算（第２号）は、居宅サービスに係る給付

費が減少する一方、施設サービスに係る給付費が

増加する見込みとなったため、その調整と保険給

付費の不足分を計上するものです。その財源は、

国庫補助負担金、支払基金交付金及び一般会計繰

入金などで措置されます。 
第２２号議案から第２５号議案までの、公の施

設の指定管理者の指定については、指定管理者制

度の導入に伴い、豊後高田市老人介護支援センタ

ー、豊後高田市生活支援ハウス、豊後高田市立デ

イサービスセンター周防苑及び豊後高田市高田体

育センター、それぞれの施設の指定管理者を指定

するものです。 
第４３号議案、豊後高田市ミニコンサートホー

ル条例の制定については、ミニコンサートホール

の設置に関し、必要な事項を定めるものです。 
第４４号議案、豊後高田市環境美化に関する条

例の制定については、市、市民、事業者が一体と

なって、環境美化や快適な生活環境の保全等の活

動を展開することにより、清潔で美しいまちづく

りを推進するために必要な事項を定めるものです。 
第４５号議案、豊後高田市母子家庭医療費助成

条例の一部改正については、大分県母子家庭医療

費助成事業費補助金交付要綱の改正に伴い、所要

の規定の整備を行うものです。 
第４６号議案、豊後高田市生活支援ハウス条例

の一部改正について及び第４７号議案、豊後高田

市立デイサービスセンター条例の一部改正につい

ては、指定管理者制度の導入に伴い、所要の規定

の整備を行うものです。 
第４８号議案、豊後高田市重度心身障害者医療

費の支給に関する条例の一部改正については、大

分県重度心身障害者医療費給付事業費補助金交付

要綱の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの

です。 
以上審査の結果、第２号議案から第４号議案ま

で、第１２号議案、第１３号議案、第２２号議案

から第２５号議案まで、及び第４３号議案から第

４８号議案までについては、提案の趣旨を認め、

全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
第４９号議案、豊後高田市介護保険条例の一部

改正については、介護保険事業計画の見直しによ

る介護保険料率の改定に伴い、所要の規定の整備

を行うものです。 
本議案については、反対の討論がありました。 
以上、第４９号議案については、採決の結果、

賛成多数にて原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
以上で、社会文教委員会審査結果の報告を終わ

ります。 
〇議長（近藤準三郎君） 産業建設委員長鴛海政

幸君。 
〇産業建設委員長（鴛海政幸君） 皆さんおはよ

うございます。産業建設委員長の報告をさせてい

ただきます。 
去る３月１６日、産業建設委員会を開会し、本

会議から付託されました議案２２件の審査を終了

いたしましたので、その結果を報告いたします。 
第１１号議案、平成１７年度一般会計補正予算

（第６号）の内、本委員会に付託された部分です

が、今回は歳出予算の補正及び繰越明許費の設定

です。 
歳出の主なものとしては、６款農林水産業費１

項農業費。 
これは、事務事業について、事業費等の変更に

伴う減額補正を行っており、決算見込み等に基づ

いて行われたものです。 
６款農林水産業費２項林業費。 
これは、香々地地区のふるさと林道の廃止に伴

う減額補正が主なものです。 
６款農林水産業費３項水産業費。 
これは、香々地地区及び真玉地区で実施してい

る並型魚礁設置工事の事業費の減に基づく減額補

正です。 
６款農林水産業費４項農地費。 
これは、県から委託を受けている県営ほ場整備

事業における換地業務の中の換地面積並びに相続

登記の件数の減等による減額補正です。 
７款商工費。 
これは、財源更正を行っています。 
８款土木費５項都市計画費。 
これは、公共下水道事業特別会計繰出金の減額

補正です。 
８款土木費２項道路橋りょう費。 
これは、地方道路整備臨時交付金事業に係る２

路線の事業費の内示額の減額及び事業種別の変更

に伴う減額補正です。 
８款土木費６項住宅費。 
１目住宅管理費については、財源更正を行って

おります。 
２目住宅建設費については、事業内容の変更に

伴う減額補正です。 
次に繰越明許費の設定については、市道４路線

の改良事業に係る事業の完成が年度内には困難で

あるため繰越措置するものです。 
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以上審査の結果、第１１号議案の内本委員会に

付託された部分については、提案の趣旨を認め、

全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
第５号議案、平成１８年度簡易水道事業特別会

計予算については、３，２０６万２，０００円を

計上しています。 
その主なものは、施設管理費及び施設整備に係

る地方債償還金で、田染、真玉及び香々地地区の

各施設に要する経費です。 
第６号議案、平成１８年度公共下水道事業特別

会計予算については、１１億１，３５４万４，０

００円を計上しています。 
これは都市計画地域で実施する公共下水道事業

で、その主なものは、新地汚水幹線や高田分区の

管渠整備などに要する経費です。 
第７号議案、平成１８年度特定環境保全公共下

水道事業特別会計予算については、７億６，４９

８万５，０００円を計上しています。これは都市

計画地域以外で実施する公共下水道事業で、その

主なものは、市が事業主体である管渠整備事業費

及び県代行事業である終末処理場整備事業費負担

金です。 
なお、受益者数は約１，６００人で、新年度中

には一部供用開始の予定です。 
第８号議案、平成１８年度農業集落排水事業特

別会計予算については、４，２６７万９，０００

円を計上しています。 
これは臼野地区で実施している下水道事業で、

その主なものは、施設管理費及び施設整備に係る

地方債償還金です。 
第９号議案、平成１８年度漁業集落排水事業特

別会計予算については、１，８７２万円を計上し

ています。 
これは松津地区で実施している下水道事業で、

その主なものは、施設管理費及び施設整備に係る

地方債償還金です。 
第１０号議案、平成１８年度水道事業会計予算

については、前年度の実績から、給水戸数４，７

５０戸、年間総給水量１４６万立方メートルを予

定しています。 
主な建設改良工事としては、配水設備拡張工事

に１，１０５万円、配水設備改良工事に３，３３

５万円を予定しています。 
収益的収支では、事業収益２億７６９万６，０

００円を見込み、事業費用では、１億９，８４８

万６，０００円を予定し、差引９２１万円の税込

み当期純利益となります。 
次に、資本的収支では、収入総額２，２４６万

６，０００円に対し、支出総額９，７６１万９，

０００円を予定し、差引７，５１５万３，０００

円の不足額が生じますが、この不足分は、当年度

消費税及び地方消費税資本的収支調整額２７０万

１，０００円、過年度損益勘定留保資金７，２４

５万２，０００円で補てんしております。 
第１４号議案、平成１７年度公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）については、公共下水

道整備基金積立金の財源である県補助金及び下水

道高資本費対策借換債などの減額に伴うものです。 
第１５号議案、平成１７年度特定環境保全公共

下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

は、特定環境保全公共下水道整備基金積立金の財

源である県補助金の減額に伴うものです。 
第１６号議案、市道路線の廃止について及び第

１７号議案、市道路線の認定については、市道路

線を整備したいので、廃止と認定について、それ

ぞれ議決を求めるものです。 
第２６号議案から第３２号議案までの、公の施

設の指定管理者の指定については、指定管理者制

度の導入に伴い、豊後高田市ヴィラ・フロレスタ、

豊後高田市営駐車場（中央商店街駐車場）、豊後

高田市勤労青少年ホーム、豊後高田市並石ダムグ

リーンランド、豊後高田市長岩屋伝統文化伝習施

設鬼会の里、豊後高田市夷谷温泉及び豊後高田市

長崎鼻リゾートキャンプ場について、それぞれ、

施設の指定管理者を指定するものです。 
第５０号議案、豊後高田市立地企業従業員用住

宅条例の制定については、本市の定住促進を図る

ため設置する立地企業従業員用住宅について必要

な事項を定めるものです。 
第５１号議案、豊後高田市農業基盤整備事業評

価・換地委員会条例の一部改正については、市営

両田地区ほ場整備事業の施行に伴い、同地区に農

業基盤整備事業評価・換地委員会を設置したいの

で、所要の規定の整備を行うものです。 
第５２号議案、豊後高田市長崎鼻リゾートキャ

ンプ場条例の一部改正については、施設利用者の

利便の向上を図るため、所要の規定の整備を行う

ものです。 
第５３号議案、豊後高田市都市公園条例の一部

改正については、行政財産に対する使用料の額の

統一を図るため、所要の規定の整備を行うもので

す。 
以上審査の結果、第５号議案から第１０号議案

まで、第１４号議案から第１７号議案まで、第２

６号議案から第３２号議案まで及び第５０号議案

から第５３号議案までについては、提案の趣旨を

認め、全員異議なく原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 
以上で、産業建設委員会審査結果の報告を終わ

ります。 
〇議長（近藤準三郎君） 予算審査特別委員長益

戸政吉君。 
〇予算審査特別委員長（益戸政吉君） おはよう

ございます。予算審査特別委員長報告を申し上げ

ます。 
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去る３月１３日、予算審査特別委員会を開会し、

本会議から付託されました議案一件の審査を終了

いたしましたので、その結果を報告いたします。 
なお、本委員会は議員全員の構成でありますの

で、審査の経過については省略いたします。 
第１号議案「平成１８年度豊後高田市一般会計

予算」は、起立採決の結果、提案の趣旨を認め、

賛成多数にて原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
以上で、予算審査特別委員会審査結果の報告を

終わります。 
〇議長（近藤準三郎君） 以上で委員長の報告を

終わります。 
これより、ただ今の委員長の報告に対する質疑

に入ります。 
質疑はありませんか。 
４０番大石忠昭君。 
〇４０番（大石忠昭君） 日本共産党の大石であ

ります。社会文教委員長に何点かお尋ねしたいと

思います。 
最初が、４５号議案の母子家庭医療費助成条例 
についてですが、先程の報告では、県の要綱に従

って、異議なく可決されたということなんですけ

れども、これは一般質問でも指摘しましたように、

県の要綱改定に伴いまして、そのまま言うなりに

条例化しますと、入院時の食事療養費が助成から

外されて、すべて母子家庭の負担になるように改

悪されるんですけれども、そのことについて、母

子家庭が負担増になるので困るというような、こ

の条例に反対するような意見は全く出なかったの

か。その審議の内容についてもう少しお尋ねした

いと思います。 
次が４９号議案、これは重度心身障がい者に対

する医療の支給の条例なんですけれども、これも

同じように、県が突然にして新年度から重度障が

い者についても入院時の医療費、食事療養費をで

すね、助成対象から外して、もうすべて患者負担

にしようという改悪なんですけれども、これに対

しても、審議の中ではそれでは、重度心身障がい

者の新たな負担になるので困るというようなです

ね、反対の立場からの質疑や意見は全くなかった

というのか、説明していただきたいと思います。 
もう１件は４９号議案についてですが、今が４

８号、今度は４９号、４８ち言ったかな、４８が

重度心身障がい者やね、４９号が介護保険ですね。

もし間違っておれば訂正してください。 
４９号は、介護保険条例の一部改定案ですけれ

ども、これについては、反対の討論がありました

という説明がありました。それでは、この改定で

は旧真玉、旧香々地については、１０％台の値上

げになるんですけれども、旧豊後高田が一番ひど

いわけなんですけれども、３０％の値上げになり

ます。また、非課税世帯から課税世帯に変わった

ところは、２倍以上の値上げになるわけで、これ

大変な問題なんですけれども、反対の意見、討論

があったということですが、それでは、これでよ

いんだと、これを容認する形で賛成の立場からの

質疑や意見や討論はなかったということなのかど

うか、その審議の内容についてもう少し説明して

いただきたいと思います。 
以上であります。 
〇議長（近藤準三郎君） 社会文教委員長進藤国

臣君。 
〇社会文教委員長（進藤国臣君） 大石議員には、

毎回、社会文教委員会に大変ご興味いただいてあ

りがとうございます。 
４５号議案については、食費等が上がるという

ことですが、特に説明を受けて、やむを得ないと

いうことで、問題、原案のとおり可決しました。 
それから４８号議案ですが、これも説明をいろ

いろ受けましたけども、やむを得ないということ

で、原案のとおり全員一致で可決をしました。 
４９号議案については、いろいろある議員から

討論がありました。介護保険料がちょっと上がる

わけですけども、これは逆進性があるんじゃない

か、段階区分をもっと多くしたらいいんじゃない

かと。よそでは９段階ぐらいになってるところも

あるということで、低所得者の負担が多いんじゃ

ないかというような意見で審議がございましたが、

採決の結果、異状なく賛成多数で可決をいたしま

した。 
以上であります。 
〇議長（近藤準三郎君） ほかに質疑はありませ

んか。 
４０番大石忠昭君。 
〇４０番（大石忠昭君） もう一度お尋ねします

が、４５と４８号議案については、やむを得ない

ということで可決したという説明だったんですけ

れども、私がお尋ねしたのは、やむを得ないかど

うかということではなくて、その負担増に対して

は困るという意見はなかったかと。なかったらな

かったというのが答弁だと思うんですけどね、そ

の辺を説明してください。 
逆に言えばそういうことになるんですけれどね、

正確に答えてもらいたい。 
それから４９号議案については、いま９段階の

ところもあるし、段階増やすことによってという

意見があったということなんで、私はそこを聞い

てるんじゃなくて、賛成の立場からの質疑や意見

や討論はなかったんですかということを聞いたん

です。それ、ないならないというのが回答だと思

うんですけど、どうでしょうか。それはないんで

すよ。全然ね。 
〇議長（近藤準三郎君） 社会文教委員長進藤国

臣君。 
〇社会文教委員長（進藤国臣君） ４５号議案と
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４８号議案については、大石議員の言われるよう

な意見はありませんでした。 
４９号議案についても、賛成というような意見

もなく、まあ、ある議員がいろいろ危惧されたと

いうことで、了承をされました。以上であります。 
〇４０番（大石忠昭君） はい終わります。 
〇議長（近藤準三郎君） ほかに質疑はありませ

んか。 
（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） これにて質疑を終結い

たします。 
これより討論に入ります。 
討論の通告がありますので、発言を許します。 
４０番大石忠昭君。 
〇４０番（大石忠昭君） 私は第１号、２、４、

３４、３５、３８、３９、４５、４８、４９号議

案について反対討論を行います。 
最初に、一般会計予算についてですが、市民の

安全、健康及び福祉を保持するという地方自治の

精神が活かされた予算は、当然賛成でありますが、

それに反するいくつかの予算の内容について反対

でありますので、討論をいたします。 
市民は、制度の改悪で介護保険料や利用料の負

担増、障害者自立支援法の施行に伴い、新たな負

担、これに追い討ちをかけるような今の政府の年

金負担増と切り下げの攻撃、さらには、大増税攻

勢で生活はひどくなるばかりであります。 
市長は、介護保険や障がい者自立支援の負担軽

減対策など、市独自の施策はなんら予算に組み込

まれておらず、逆に県の制度見直しをすんなりと

容認をして、先程も指摘しましたように、母子家

庭や重度心身障がい者の医療費の新たな負担など

の予算となっていますが、これらの市民の負担増

になる予算については反対であります。 
また、ごみ有料化に伴う指定ごみ袋の予算や差

別解消に逆行する同和運動団体に対する補助金、

部落解放同盟発行の機関紙の公費購入など同和関

連予算、さらには、国民保護法に基づく予算が計

上されていますし、県工事負担金などの予算は反

対であります。 
次は、国保特別会計予算についてであります。

旧香々地、旧真玉町に比較して、旧豊後高田は、

国民健康保険税が高く、多くの市民から、収入に

比べて国保税が高過ぎる。何とか引き下げできな

いのかと切実な声が寄せられています。市民の収

入は増加しない世帯でも、政府の税制改悪に伴い、

課税所得が上乗せされるために国保税が高くなり、

国保税は昨年度比で約２，０００万円の増収予算

となっており、反対であります。 
予防事業を推進をし、医療費抑制に取り組むと

ともに、国庫負担の引き上げなど関係機関に働き

かけ、国保税の引き下げに努力をされ、収入激減

世帯に対する市独自の減免制度の充実などを要求

し、反対討論といたします。 
次は、介護保険特別会計予算と、介護保険条例

についてであります。今回の介護保険料の値上げ

議案と、それに伴う予算案は、国の介護保険の改

悪と連動したものであると同時に、給付費の増大

などによるものでありますが、特に、旧豊後高田

市分は基準額で３０％の大幅値上げとなります。

この条例が施行されますと、これまで非課税世帯

だった２段階の方が、新たに２つに区分され、所

得の特別少ない方については、この方だけは若干

値下げになりますが、逆に多くの市民は、税制改

悪で非課税から課税世帯に変わったために、２段

階が新４段階や５段階に、これまで３段階が新５

段階に該当するようになり、３０％の値上げと同

時に、上のランクに変更されて保険料が徴収され

ます。その方については、激変緩和措置が取られ

ていますが、たとえて２段階から５段階に変わっ

た方は、これまでの２．２倍の値上げになります。

介護保険料は市民の所得に比べて高過ぎます。 
今回の介護保険料の大幅値上げ案は、市民生活

や地域経済への大きな打撃となるものであります

ので、わが党は、国庫負担の増額を求めるととも

に、一般財源からの繰り入れとサービスの低下に

ならないような給付の適正化、介護予防の徹底な

どで節約に努め、値上げ額を見直すべきだと考え、

２つの議案に反対いたします。 
次は、第３４、３５議案についてです。この２

つの議案は、政府の有事法制、国民保護法に基づ

き、政府言いなりの国民保護対策本部などを置く

条例と、国民保護協議会を設置する条例制定案で

あります。 
国民保護法の大元、武力攻撃事態法とは２００

３年６月に、自民、公明、民主の賛成で強行可決

されましたが、これは、アメリカが海外で引き起

こす戦争に自衛隊を引き込み、その支援活動に罰

則つきで国民を動員するという、極めて危険な内

容になっています。国民保護法の本当の狙いは、

国民の保護にあるのではなく、アメリカの先制攻

撃戦略に日本を組み入れ、アメリカと一体となっ

て戦争攻撃を遂行するため、国民と自治体を動員

するものであります。小泉内閣は、全国の市町村

にまで国民保護対策本部などを設置させ、自衛隊

幹部も参加させる国民保護協議会の設置と、国民

保護計画の策定を迫っています。こうした国民保

護計画が作成されれば、米軍と自衛隊の軍事作戦

の必要性に応じて国民の自由と権利の制限が拡大

されることは、目に見えています。 
国民保護計画は災害救助における住民避難計画

のようなものと思われがちですが、地方自治体に

課せられているのは、米軍と自衛隊の軍事行動を

優先し、国民をアメリカの戦争に動員する計画作

りが中心になるのではないかと危惧されます。 
以上の理由で、アメリカの戦争に地方自治体や
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国民を強制的に動員させるための体制作りの条例

制定に反対いたします。 
次は３８、３９号議案、職員の給料などに関係

する条例についてであります。 
本案は、人事院勧告に基づくものでありますが、

小泉内閣の新自由主義に基づく構造改革の一環で

あり、その骨子は官から民、規制緩和万能論、小

さな政府論であります。その手法は、国民の中に、

分断路線を持ち込むことによって、公務員労働者

と民間労働者、現役世代と高齢者、専業主婦と働

く女性、自営業者と労働者などの対立をあおるや

り方です。民間に比べ、公務員が相対的に恵まれ

ていることは事実であり、人員の削減や給与の引

き下げを求める市民の気持ちや感情も理解できま

す。官民格差の是正は当然であり、低賃金にあえ

ぐ民間労働者の賃金こそ引き上げなければなりま

せん。 
しかしながら、本議案は、職員の人件費を５年

間で５億１，５６０万円削減するものであり、職

員の家計に及ぼす影響や賃下げ競争の悪循環と購

買力低下による地域経済の地盤低下をもたらすも

のであり、反対します。 
次は、４５号、ひとり親家庭の医療助成につい

てであります。 
これまで、母子家庭は、親も子どもも医療費が

全額助成されていましたが、新年度から県の制度

改正に伴い、県の言いなりに、入院時食事療養費

を助成対象から除外し、自己負担に改悪する。そ

のうえ、これまで２０歳未満の児童を監護してい

る母親が対象だったものを１８歳までに引き下げ

ようとするものです。母子家庭及び父子家庭は、

経済的、社会的に困難な状況です。これまでどお

り完全無料化を継続すべきであり、負担増の条例

に反対です。 
最後は、４８号、重度心身障がい者の医療助成

についてであります。 
これも県の要綱改定に伴い、県言いなりに、重

度心身障がい者の医療をこれまで全額助成してい

たものを、入院時食事療養費を助成対象から除外

し、自己負担に改悪しようとする条例改定案であ

ります。 
県の試算では、この改悪により、年間、全県で

６億２，６００万円患者の負担増になります。私

は先の一般質問で、ひとり親家庭と、重度心身障

がい者の医療助成制度の改悪をしないよう、市長

は県に要請すべきだと。どうしても県が聞き入れ

ない場合には、市独自で助成措置を講じて、何と

か無料化の継続をするよう要求してきました。し

かし市長は、市民の要求に応える意思なし、弱者

に冷たい態度を露呈しました。このような市民無

視の姿勢は、絶対に許されません。 
よって、今議案、各議案に反対し、討論を終わ

ります。皆さんのご賛同をお願いいたします。 

４９は前のときに、最初に言ってる。一緒に。 
〇議長（近藤準三郎君） 以上で通告による討論

は終わりました。 
ほかに討論はありませんか。 
２４番近藤今朝則君。 
〇２４番（近藤今朝則君） ２４番近藤今朝則で

ございます。 
私は、予算審査特別委員長報告の第１号議案、

平成１８年度本市一般会計予算並びに総務委員長

報告の第３８号議案、本市職員の給与に関する条

例の一部改正及び第３９号議案、本市職員の給料

の特例に関する条例の制定について、賛成討論を

いたします。 
賛成の理由として、まずは、第１号議案につい

ては、予算審査特別委員長報告のとおり、予算審

査特別委員会は、全員の構成であり、しかも審査

の経過及び結果については、申し上げるまでもな

く、提案理由説明のとおりであり、質疑者も１人、

また、反対討論も質疑をした委員のみの反対意思

の表明にとどまる中で、賛成多数で可決されてき

たことを踏まえ、当該議決予算の忠実な執行に努

めるべきであります。 
さらに、当該予算に関連する第３８号議案及び

第３９号議案についても、総務委員長報告のとお

り、第３８号議案については、提案理由の説明の

とおり、国家公務員の給与に関する人事院勧告等

を勘案し、あくまでも労使間の協調による団体交

渉の妥結の結果に基づく提案であり、また、第３

９号議案についても、提案理由説明のとおり、本

市の財政状況を勘案し、財政健全化のための行革

改革の取り組みの一環として、これも第３８号議

案同様に、市職労との団体交渉の円満な妥結の結

果に基づく提案であると認め、むしろこの際は、

何よりも今般の本市行財政大綱及び実施計画案に

対する全市挙げての取り組みの中で、市職員であ

り、市職労としての深い理解と協力の下、まさに、

今こそ地方分権時代における自助、互助、公助の

連携の下、地方自治の本旨に基づき、全職員を挙

げて自治体行政の厳しい難局を乗り切っていく、

悲壮な努力にほかならず、ここに改めて、深甚の

敬意と謝意を表するとともに、反面、本改革実施

期間を問わず、もっとも早い時期に、要は当然な

がらも、地方公務員法に準拠し、実質的な職務内

容と度合いに応ずる職務給の原則及び均衡の原則

に適合するよう、当該給与条例の適切な運用、執

行に努めることこそが、都市格差のない行政組織

の確立に向けての指標であるだけでなく、現実の

問題としても、地方公務員の給与水準の県内各市

のラスパイレス指数、言うなれば国家公務員の給

与水準を１００とした場合の、地方公務員の給与

水準の中でも、もちろん１００以下の最低に近い

ランクにあたる本市の職員給与体系の上からも、

早急に行政組織の改善を図るべき当該条例等の整
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備に努めるべきであり、ここに賛成討論をするも

のであります。 
なにとぞ議員各位のご賛同を賜りますようお願

い申し上げます。 
（〇４０番（大石忠昭君） 議長、議事進行に

ついて。） 
〇議長（近藤準三郎君） ４０番大石忠昭君。 
〇４０番（大石忠昭君） 議事進行について発言

いたします。 
最終日の討論は、いついつまでに討論の通告書

を提出しなさいと言われて、私は、これまでずっ

と通告をしてきたつもりなんですけれども、今日、

ある議員から、通告時間に間に合わなかったので

通告できなかったと。残念だという声を聞いたん

ですけれども、先程、議会運営委員長が討論しま

したけれども、議会運営委員長からは、賛成討論

の通告があったんでしょうか。なくてもやれるん

ならば、あとの議員にも討論させていただきたい

と思うんですけれども、おはかりをお願いいたし

ます。 
〇議長（近藤準三郎君） ほかに討論はありませ

んか。 
申し出があれば許します。 
ほかに討論はありませんか。 
（「討論なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） これにて討論を終結い

たします。 
ただ今から採決に入ります。 
おはかりいたします。 
お手元に配付してあります採決表の中で、反対

のありました第１号議案及び第２号議案、第４号

議案、第３４号議案及び第３５号議案、第３８号

議案及び第３９号議案、第４５号議案、第４８号

議案及び第４９号議案を除く各議案及び報告は、

委員長の報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） ご異議なしと認めます。 
よって、採決表の中で反対のありました第１号

議案及び第２号議案、第４号議案、第３４号議案

及び第３５号議案、第３８号議案及び第３９号議

案、第４５号議案、第４８号議案及び第４９号議

案を除く各議案及び報告は、委員長の報告のとお

り決定をいたしました。 
次に、反対のありました第１号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第１号議案は、委員長報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第１号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 

次に、反対のありました第２号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第２号議案は、委員長報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第２号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 
次に、反対のありました第４号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第４号議案は、委員長報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第４号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 
次に、反対のありました第３４号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第３４号議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第３４号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 
次に、反対のありました第３５号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第３５号議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第３５号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 
次に、反対のありました第３８号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第３８号議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、委員長報告のとおり、決定をいたしま

した。 
次に、反対のありました第３９号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第３９号議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第３９号議案は、委員長報告のとおり、
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決定をいたしました。 
次に、反対のありました第４５号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第４５号議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第４５号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 
次に、反対のありました第４８号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第４８号議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第４８号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 
次に、反対のありました第４９号議案について、

起立により採決いたします。 
おはかりいたします。 
第４９号議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、第４９号議案は、委員長報告のとおり、

決定をいたしました。 
〇議長（近藤準三郎君） 日程第２、議案第１号

を議題といたします。 
〇議長（近藤準三郎君） 提案理由の説明を求め

ます。 
２４番近藤今朝則君。 
〇２４番（近藤今朝則君） 議会運営委員長の近

藤でございます。提案理由の説明を申し上げます。 
議案第１号「豊後高田市議会委員会条例の一部

改正について」は、行政組織の変更等に伴い先程

議決されました、「行政組織条例の一部を改正す

る条例」及び議員定数の１名減により、社会文教

委員会及び産業建設委員会に係る所管事項等の一

部を改正するものです。 
なお、条例改正に伴い、委員会の同一性が失わ

れることから、社会文教、産業建設両委員会の委

員、正副委員長及び継続審査事件について、新条

例の委員会に引き継がせるよう、経過措置を設け

ております。 
以上本議案については、何とぞ慎重審議のうえ、

ご協賛下さいますようお願いいたします。 
〇議長（近藤準三郎君） おはかりいたします。 
本案については、委員会の付託を省略いたした

いと思います。 
これにご異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（近藤準三郎君） ご異議なしと認めます。 
よって、議案第１号については、委員会の付託

を省略することに決しました。 
これより質疑に入ります。 
質疑はありませんか。 
（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） 質疑なしと認め、質疑

を終結いたします。 
これより討論に入ります。 
討論はありませんか。 
（「討論なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） 討論なしと認め、討論

を終結いたします。 
これより議案第１号を採決いたします。 
本案は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） ご異議なしと認めます。 
よって、議案第１号については、原案のとおり

可決されました。 
〇議長（近藤準三郎君） 日程第３、意見書案第

１号及び意見書案第２号を一括して議題といたし

ます。 
〇議長（近藤準三郎君） 提案理由の説明を求め

ます。 
２４番近藤今朝則君。 
〇２４番（近藤今朝則君） 議会運営委員長の近

藤でございます。提案理由の説明を申し上げます。 
意見書案第１号、「道路特定財源の確保等に関

する意見書」についてです。 
国民共有の財産である道路は、人や物資の流れ

に大きな役割を果たす最も基本的な社会資本であ

り、文化や歴史が行き交うコミュニケーションの

場として、その整備は国民が等しく熱望するもの

です。 
特に、地方においては、都市部に比較して道路

等の交通体系は不充分なものであり、その整備は

計画的かつ着実に推進されなければなりません。 
しかし、政府においては、公共事業の抑制に加

え、道路整備に使途が限定されている「道路特定

財源」の使途転用や一般財源化の方向が決定され

る等地域における道路整備に大きく影響を与えか

ねないものとなっております。 
今回の意見書提出は、以上の状況を踏まえ、「道

路特定財源」を全て道路整備に充当し、今後も道

路整備を着実に推進するよう、政府に対し要望す

るため提案しました。 
以上、何卒慎重審議の上、ご協賛下さいますよ

う、お願い申し上げます。 
〇議長（近藤準三郎君） １２番吉高彰生君。 
〇１２番（吉高彰生君） では、提案理由の説明

をいたします。提案者吉高彰生です。 
意見書案第２号、「義務教育費国庫負担制度の
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堅持と学校現場に必要な教職員の人員・人材確保

を求める意見書」について、提案理由の説明を申

し上げます。 
地方分権にともなう地方への財源移譲にからん

で『義務教育費国庫負担制度』が問題となりまし

た。この制度は昭和２７年から今日まで小中学校

の義務教育については国の責任において、国が２

分の１を負担してまいりました。ところが『三位

一体改革』により、この制度を廃止し一般財源化

するという方針でありましたが、全国ほとんどの

地方議会からの制度堅持の意見書の提出、さらに

は中央教育審議会でも、今までどおりこの制度の

必要性を認めた答申がなされました。 
しかしながら、政府はこの制度は認めましたが、

２分の１から３分の１の負担になりました。この

ことにより大分県では、地方交付税が減額される

厳しい状況下に、３分の２を措置しなければなり

ません。 
そこで従前どおりの２分の１の国庫負担にする

よう、要望するものであります。 
次に、少人数学級編成、ティームティーチング

等、地域の実情に応じた、きめ細かな教育の取り

組みをするために必要な教職員の人員・人材を前

年度より以上の確保をされますよう、要望いたし

ます。 
以上、本意見書案について、ご協賛下さいます

ようお願い申し上げます。 
〇議長（近藤準三郎君） おはかりいたします。 
本案については、委員会の付託を省略いたした

いと思います。 
これにご異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） ご異議なしと認めます。 
よって、意見書案第１号及び意見書案第２号に

ついては、委員会の付託を省略することに決しま

した。 
これより質疑に入ります。 
質疑はありませんか。 
４０番大石忠昭君。 
〇４０番（大石忠昭君） 意見書第１号について

質疑をいたします。 
いま縷々説明がありましたけれども、この道路

特定財源を一般財源化するんじゃなくて、すべて

道路整備に充当するようにということが大きな趣

旨のように聞こえましたけれども、新豊後高田市

で、一般財源化じゃなくてこれをすべて道路整備

に充当させるということになれば、何か主要地方

道路や生活道路について、市内で何か特別に影響

を及ぼすというふうに考えられるのか。その辺ち

ょっと、これ一般論であって、影響ないんじゃな

いかと思うんですけれども、その辺どうなのか。

どういう趣旨で、豊後高田市にとってはどういう

影響及ぼすかという説明してもらいたいんですけ

れども。 
〇議長（近藤準三郎君） ２４番近藤今朝則君。 
〇２４番（近藤今朝則君） ４０番議員のご質疑

にお答えいたしたいと思います。 
議員ご承知のように、この道路特定財源につき

ましては、新市議会になりましてもおそらく３回

目の意見書提出と思っております。特に今回のも

のは、お手元にお配りしてあります２項目にわた

るですね、項目でございまして、あくまでも、過

疎化の進行が進んでおる本市にとりましては、県

下の中でも他市がしなくても、豊後高田市は、ぜ

ひ国に市民の声をですね、反映いたしたいという

ことで提案申し上げたわけでございます。ご理解

あるご協力をお願い申し上げます。 
〇議長（近藤準三郎君） ４０番大石忠昭君。 
〇４０番（大石忠昭君） いま答弁聞いておりま

したけれども、私の質問の趣旨に答えてないんじ

ゃないかなあと。他な議員の皆さんはご理解でき

たんでしょうかね。私は理解できなかったんです

けれども。何回意見書出したかなどを聞いたんじ

ゃないんです。いま、小泉首相までが、この一般

財源化しないとおかしいと言い出したわけよね。

これもうちょっと時期が遅きに失してるような感

じを受けるんですけどね。しかし毎回毎回これを

提出してるんだけども、実際にこの新豊後高田市

においてね、これが可決することにおいて、影響

を及ぼすんですかということを聞いてるんですよ。

何か主要道路についても、生活道路についてもこ

れが通れば有利な点があるんですか。それあるん

ならどういうことがあるか、私理解できないので

ね、そうじゃなくて、何かその、道路整備公団と

かね、あるいは高速道路などの建設に使われるの

が主であってもね、一般地方には影響しないんじ

ゃないかと思うのでね、聞いてるんですよ。説明

してください。 
〇議長（近藤準三郎君） ２４番近藤今朝則君。 
〇２４番（近藤今朝則君） ４０番の大石議員に

お答えいたしたいと思いますが、今回のこの意見

書案は議運の委員長として提案するのはですね、

執行部、いわゆる議員ご承知のとおりですね、先

例集がございまして、意見書案の取り扱いについ

ての先例集がございまして、市長よりの依頼分あ

るいは議員依頼分につきましてですね、議会運営

委員長が提案するということになってまして、議

会運営委員全員の方のご賛同いただきまして、提

案申し上げた内容の２項目に限って、その以外の

いまご質疑はですね、先程申し上げたとおりであ

ります。高田市として必要であるから提案すると

いうことでありますので、それ以上のことはご理

解いただきたいと思います。 
〇議長（近藤準三郎君） ほかに質疑はありませ

んか。 
４０番大石忠昭君。 
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〇４０番（大石忠昭君） 何か整理してください

ち言うけど、何かえ、それは、何を整理するんか

え。 
議長から発言の許可をいただきましたので、も

う一度質疑いたします。 
何か、その、議運の委員長やから云々とね、市

長から要請があって云々と、そういうことを私聞

いたんでは全然ないんです。これ縷々述べられま

したけれども、項目としては、２つのことなんで

すよね。それも理解できてるんです。何を主張し

ようかということは理解してるんです。そのこと

はですね、私が聞いてるのは、これをやれば、新

豊後高田市の主要地方道路や生活道路なり影響が

出るんかなあと、恩恵があるんかなあちゅうこと

を聞いてるんですよ。 
そうじゃなくて、私の理解はそうじゃなくて、

まあ高速道路だとかね、いま全国で無駄な公共事

業として批判を浴びてるそこの財源に充てられる、

あるいは大きな借金をしてるから、その借金に充

てられるためなかなかその一般財源化に反対して

るわけですわね、一部の方が。それに手を貸すこ

とになるんであって、実際には、新豊後高田市に

ついての生活道路、我々がほしがってる生活道路

の予算などに特別に影響ないんじゃないんですか。

そのことを聞いてるんです。あるんならば、具体

的にこういうことなんだという説明をしよという

ことなんですよ。説明できてないじゃないですか。 
〇議長（近藤準三郎君） ２４番近藤今朝則君。 
〇２４番（近藤今朝則君） ４０番議員の３回目

の質疑ですね、何回申し上げてもですね、私とし

ては、これは意見書案にある内容の項目２項目に

限って、あとはですね、執行上の問題については、

これから先のことであって、私からは答弁の限り

でないと思います。 
〇議長（近藤準三郎君） ほかに質疑はありませ

んか。 
（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） これにて質疑を終結い

たします。 
これより討論に入ります。 
討論はありませんか。 
４０番大石忠昭君。 
〇４０番（大石忠昭君） 日本共産党の大石であ

ります。私は、意見書案第１号に反対討論を行い

ます。 
日本共産党は、国道はもとより、主要地方道路

の整備、特に、生活道路の改善などは当然であり、

これまでも推進する立場で意見を述べてまいりま

した。しかしながら、いま問題になっております

揮発油税など、この本税、約５兆円の使途は、採

算の見通しが立たないために、民営化した道路公

団の建設、道路公団が建設できない高速道路への

税金投入であり、また、膨大な需要を見込んで建

設を強行した本州四国連絡橋公団の借金を返済す

るために投入されてきたものであります。毎年、

国民が揮発油税などの名目で税金取られておりま

すけれども、この税金の一般財源化に反対すると

いうことは、莫大な税金をこの無限に道路を造る

ために使わなければならないという理屈になりま

す。 
ご承知のように、小泉内閣も世論と経営状況を

反映して、一般財源化をしようという動きを示し

ております。これは遅きに失すると私どもは感じ

ています。わが党は、この道路特定財源を一般財

源化することによって、道路問題の予算の可否を

審議する仕組みを作って、無駄な高速道路や採算

性困難な道路についての建設の見直しをすると。

そして国民本位の道路建設をすることを求めてお

りますので、今回この意見書には反対するもので

あります。皆さんのご賛同をお願いいたします。 
〇議長（近藤準三郎君） ほかに討論はありませ

んか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） これにて討論を終結い

たします。 
これより意見書案第２号を採決いたします。 
本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） ご異議なしと認めます。 
よって、意見書案第２号については、原案のと

おり可決されました。 
次に意見書案第１号を起立により採決いたしま

す。 
本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君

の起立を求めます。 
（起立多数） 
〇議長（近藤準三郎君） 起立多数であります。 
よって、意見書案第１号については、原案のと

おり可決されました。 
しばらく休憩いたします。 

午前１１時３６分  休憩 
午前１１時５３分  再開 

〇議長（近藤準三郎君） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 
私は、一身上の都合により、議長の辞職願を副

議長に提出いたしました。 
おはかりいたします。 
議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第１と

して直ちに議題といたしたいと思います。 
これにご異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（近藤準三郎君） ご異議なしと認めます。 
よって、議長辞職の件を日程に追加し、追加日

程第１として直ちに議題とすることに決しました。 
追加日程第１、議長辞職の件を議題といたしま
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す。 
本件は、地方自治法第１１７条の除斥の対象事

件であります。 
よって退席し、これより副議長と交替いたしま

す。 
（議長近藤準三郎君退席） 
（副議長益戸政吉君議長席に着席） 
〇副議長（益戸政吉君） 議長の職務を行います。 
事務局長から議長辞職願を朗読させます。 
〇議会事務局長（佐藤良雄君） 辞職願 
この度、一身上の都合により、議長を辞職した

いので許可されるよう願います。 
豊後高田市議会副議長 益戸政吉殿 
豊後高田市議会議長 近藤準三郎 
以上でございます。 
〇副議長（益戸政吉君） おはかりいたします。 
近藤準三郎君の議長辞職を許可することにご異

議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇副議長（益戸政吉君） ご異議なしと認めます。 
よって、近藤準三郎君の議長辞職を許可するこ

とに決しました。 
近藤準三郎君の入場を許します。 
（２８番近藤準三郎君入場） 
〇副議長（益戸政吉君） 前議長近藤準三郎君か

ら発言を求められておりますので、発言を許しま

す。 
〇２８番（近藤準三郎君） ただ今、副議長の方

から許可をいただきましたので、一言御礼のこと

ばを申し上げます。 
議員各位の皆様方には、議長就任以来、ご支援

とご協力をいただきまして、この１年間、自分な

りに議会の発展のために尽力を傾注してまいりま

したが、各種の議会運営を進める面からも、多く

のまずい点もたくさんあったことと思います。し

かしながら、議員の皆様方を始め、市長さんを始

め、助役さん、教育長さん、さらには、管理職の

皆様方のご指導とご協力をいただき、議長として

の責務を遂行することができましたことに対しま

して、心から感謝と御礼をさせていただきます。 
甚だ簡単ではございますが、議長辞任の御礼の

ご挨拶とさせていただきます。どうもありがとう

ございました。 
（拍手） 
〇副議長（益戸政吉君） ただ今、議長が欠員と

なりました。 
おはかりいたします。 
議長の選挙を日程に追加し、追加日程第２とし

て、選挙を行いたいと思います。 
これにご異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇副議長（益戸政吉君） ご異議なしと認めます。 
よって、議長の選挙を日程に追加し、追加日程

第２として、選挙を行うことに決しました。 
〇副議長（益戸政吉君） 追加日程第２、議長の

選挙を行います。 
選挙の方法は、投票により行います。 
議場の閉鎖を命じます。 
（議場閉鎖） 
〇副議長（益戸政吉君） ただ今の出席議員は３

９名であります。 
投票用紙を配付いたします。 
（投票用紙配付） 
〇副議長（益戸政吉君） 投票用紙の配付漏れは

ありませんか。 
（配付漏れなし） 
〇副議長（益戸政吉君） 配付漏れなしと認めま

す。 
投票箱を改めさせます。 
（投票箱点検） 
〇副議長（益戸政吉君） 異状なしと認めます。 
ただ今から、投票を行います。 
念のため申し上げます。 
投票は、単記無記名であります。 
投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、順次投

票願います。 
なお、白票は無効といたします。 
点呼を命じます。 
〇書記（近藤浩二君） それではお名前を申し上

げますので、順次投票願います。 
１番 成重博文議員、２番 安達 隆議員、３

番 尾上真一議員、５番 岡部心介議員、６番 山

田秀夫議員、７番 松本博彰議員、８番 中山田

健晴議員、９番 河野徳久議員、１０番 明石光

子議員、１１番 村上和人議員、１２番 吉高彰

生議員、１３番 安長袈裟雄議員、１４番 小野

國廣議員、１５番 鴛海政幸議員、１６番 近藤

安夫議員、１７番 後藤龍太郎議員、１８番 安

東正洋議員、１９番 北崎安行議員、２０番 川

原直記議員、２１番 河野正春議員、２２番 山

本博文議員、２３番 進藤国臣議員、２４番 近

藤今朝則議員、２５番 井上 優議員、２６番 菅 

健雄議員、２８番 近藤準三郎議員、２９番 後

藤 等議員、３０番 相部法生議員、３１番 酒

井貞生議員、３２番 堂園慶吾議員、３４番 南

浴利雄議員、３５番 徳永 浄議員、３７番 野

上一郎議員、３８番 井ノ口政之議員、３９番 木

村修一議員、４０番 大石忠昭議員、４１番 岩

本 武議員、４２番 瀬口孫次議員、３６番 益

戸政吉議員。 
（各議員投票） 
〇副議長（益戸政吉君） 投票漏れはありません

か。 
（投票漏れなし） 
〇副議長（益戸政吉君） 投票漏れなしと認めま

す。 
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投票を終了いたします。 
議場の閉鎖を解きます。 
（議場開鎖） 
〇副議長（益戸政吉君） 開票を行います。 
会議規則第３２条第２項の規定により、立会人

に１番成重博文君、２番安達 隆君、１１番村上

和人君を指名いたします。 
よって、３名の方は立会いを願います。 
（開票） 
〇副議長（益戸政吉君） 選挙の結果を報告いた

します。 
投票総数３９票 
これは先程の出席議員に符合いたしております。 
そのうち 
有効投票 ３５票 
無効投票  ４票 
有効投票中、 
菅 健雄君 ３２票 
安達 隆君  ２票 
大石忠昭君  １票 
で、以上のとおりであります。 
この選挙の法定得票数は９票であります。 
よって、菅 健雄君が議長に当選されました。 
ただ今、議長に当選されました菅 健雄君が、

議場におられますので、本席から会議規則第３３

条第２項の規定により、当選した旨告知いたしま

す。 
菅 健雄君に議長当選承諾及び挨拶を願います。 
菅 健雄君。 
〇２６番（菅 健雄君） 真友クラブの菅でござ

います。このたびの議長選出にあたりまして、多

くの議員の方々のご支持をいただきまして、議長

の要職を拝命することができました。衷心より御

礼を申し上げる次第でございます。今は、議長の

要責を拝命いたしまして、私自身身に余る光栄に

存じますとともに、その職責の重大さに身の引き

締まる思いがいたしております。 
私は、もとより浅学非才で力不足の身ではござ

いますが、要職を拝命したからには、全身全霊を

尽くしてその職責を全うする覚悟でございますの

で、議員各位には、どうか今後ともご支援ご協力

のほどお願いいたしまして、大変簡単ではござい

ますが、私のご挨拶といたします。 
（拍手） 
〇副議長（益戸政吉君） それでは菅 健雄議長、

議長席にお着き願います。 
ご協力ありがとうございました。 
（副議長益戸政吉君退席） 
（議長菅 健雄君議長席に着席） 
〇議長（菅 健雄君） それではしばらく休憩い

たします。 
午後 ０時１６分  休憩 
午後 ０時２８分  再開 

〇議長（菅 健雄君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 
休憩中に、副議長益戸政吉君から副議長の辞職

願が提出されております。 
おはかりいたします。 
副議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第３

として直ちに議題といたしたいと思います。 
これにご異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（菅 健雄君） ご異議なしと認めます。 
よって、副議長辞職の件を日程に追加し、追加

日程第３として直ちに議題とすることに決しまし

た。 
〇議長（菅 健雄君） 追加日程第３、副議長辞

職の件を議題といたします。 
地方自治法第１１７条の除斥の規定により益戸

政吉君の退席を求めます。 
（副議長益戸政吉君退席） 
〇議長（菅 健雄君） 事務局長から副議長辞職

願を朗読させます。 
〇議会事務局長（佐藤良雄君） 辞職願 
この度、一身上の都合により、副議長を辞職し

たいので許可されるよう願います。 
豊後高田市議会議長 菅 健雄殿 
豊後高田市副議長 益戸政吉 
以上でございます。 
〇議長（菅 健雄君） おはかりいたします。 
益戸政吉君の副議長辞職を許可することにご異

議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（菅 健雄君） ご異議なしと認めます。 
よって、益戸政吉君の副議長辞職を許可するこ

とに決しました。 
益戸政吉君の入場を許します。 
（３６番益戸政吉君入場） 
〇議長（菅 健雄君） 前副議長益戸政吉君から

発言を求められておりますので、発言を許可しま

す。 
〇３６番（益戸政吉君） 益戸でございます。辞

職にあたりまして、一言御礼を申し上げたいと思

います。 
昨年、新市になりまして、議員各位の皆さんか

ら、副議長という重責をいただきまして誠にあり

がとうございました。この１年間を通して、議長

の足も引っ張ったかなあと思うところもあります。

反省するべきでございます。これから一議員とし

て、市政発展のためにご尽力を尽くす覚悟でござ

いますので、どうかよろしくお願いいたします。 
（拍手） 
〇議長（菅 健雄君） ただ今、副議長が欠員と

なりました。 
おはかりいたします。 
副議長の選挙を日程に追加し、追加日程第４と
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して選挙を行いたいと思います。 
これにご異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
〇議長（菅 健雄君） ご異議なしと認めます。 
よって、副議長の選挙を日程に追加し、追加日

程第４として選挙を行うことに決しました。 
追加日程第４、副議長の選挙を行います。 
選挙の方法は、投票により行います。 
議場の閉鎖を命じます。 
（議場閉鎖） 
〇議長（菅 健雄君） ただ今の出席議員は３９

名であります。 
投票用紙を配付いたします。 
（投票用紙配付） 
〇議長（菅 健雄君） 投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 
（配付漏れなし） 
〇議長（菅 健雄君） 配付漏れなしと認めます。 
投票箱を改めさせます。 
（投票箱点検） 
〇議長（菅 健雄君） 異状なしと認めます。 
ただ今から投票を行います。 
念のため申し上げます。 
投票は、単記無記名であります。 
投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、点呼に

応じて順次投票願います。 
なお、白票は無効といたします。 
点呼を命じます。 
〇書記（近藤浩二君） それではお名前を申し上

げますので、順次投票願います。 
１番 成重博文議員、２番 安達 隆議員、３

番 尾上真一議員、５番 岡部心介議員、６番 山

田秀夫議員、７番 松本博彰議員、８番 中山田

健晴議員、９番 河野徳久議員、１０番 明石光

子議員、１１番 村上和人議員、１２番 吉高彰

生議員、１３番 安長袈裟雄議員、１４番 小野

國廣議員、１５番 鴛海政幸議員、１６番 近藤

安夫議員、１７番 後藤龍太郎議員、１８番 安

東正洋議員、１９番 北崎安行議員、２０番 川

原直記議員、２１番 河野正春議員、２２番 山

本博文議員、２３番 進藤国臣議員、２４番 近

藤今朝則議員、２５番 井上 優議員、２８番 近

藤準三郎議員、２９番 後藤 等議員、３０番 相

部法生議員、３１番 酒井貞生議員、３２番 堂

園慶吾議員、３４番 南浴利雄議員、３５番 徳

永 浄議員、３６番 益戸政吉議員、３７番 野

上一郎議員、３８番 井ノ口政之議員、３９番 木

村修一議員、４０番 大石忠昭議員、４１番 岩

本 武議員、４２番 瀬口孫次議員、２６番 菅 

健雄議員。 
（各議員投票） 
〇議長（菅 健雄君） 投票漏れはありませんか。 
（投票漏れなし） 

〇議長（菅 健雄君） 投票漏れなしと認めます。 
投票を終了いたします。 
議場の閉鎖を解きます。 
（議場開鎖） 
〇議長（菅 健雄君） 開票を行います。 
会議規則第３２条第２項の規定により、立会人

に３番尾上真一君、１７番後藤龍太郎君、２０番

川原直記君を指名いたします。 
よって、３名の方の立会いを願います。 
（開票） 
〇議長（菅 健雄君） 選挙の結果を報告いたし

ます。 
投票総数３９票 
これは先程の出席議員に符合いたしております。 
そのうち 
有効投票 ３８票 
無効投票  １票 
有効投票中、 
河野徳久君 ３３票 
大石忠昭君  ４票 
進藤国臣君  １票 
以上のとおりであります。 
この選挙の法定得票数は１０票であります。 
よって、河野徳久君が副議長に当選されました。 
ただ今、副議長に当選されました河野徳久君が、

議場におられますので、本席から会議規則第３３

条第２項の規定により、当選した旨告知いたしま

す。 
河野徳久君に副議長当選承諾及び挨拶を願いま

す。 
河野徳久君。 
〇９番（河野徳久君） 一言ご挨拶を申し上げま

す。このたびの選挙において本市の副議長に選ば

れましたことは、誠に光栄に存じますし、また、

同時に、責任を痛感いたしております。浅学非才

の私には、副議長の要職を務めることに危惧され

る点もありますが、地方自治法によりますと、副

議長は、議長の補佐役ではなく代理ということに

なっておりますが、菅議長にならい、議会の円満

な運営に誠心誠意努力する所存であります。 
議員各位のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い

いたしまして、簡単措辞ではございますが、副議

長就任のご挨拶に代えたいと思います。ありがと

うございました。 
（拍手） 
〇議長（菅 健雄君） 以上で、本定例会に付議

されました案件の審議は全部終了いたしました。 
これをもちまして、平成１８年第１回豊後高田

市議会定例会を閉会いたします。 
午後０時４６分 閉会 
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